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インドヒマラヤ地域における強震動観測ネットワーク
Strong ground motion observation network in Himalaya, India
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自然災害を予防・軽減するための対策には自然現象と社会基盤に関する情報の収集と分析が必要であり、また災害発
生時における救援活動や復旧・復興活動の計画には災害状況の把握が不可欠であることは過去の経験から指摘されてい
るが、技術的基盤や運用環境は未だに整備されておらず世界的な課題となっている。「自然災害の減災と復旧のための情
報ネットワーク構築に関する研究」はこの課題に対する JSTと JICAの国際共同研究「地球規模課題国際科学技術協力プ
ロジェクト」のひとつであり、日本から慶應義塾大学、東京大学、インドから Indian Institute of Technology Hyderabad、
CSIR:National Geophysical Research Institute、Indian Institute of Technology Kanpur、Indian Institute of Technology Madras、
International Institute of Information Technology Hyderabad、India Meteorological Department Hyderabad、India Meteorolog-
ical Department Puneが参加している。
インドにおいては、毎年発生するモンスーンによる豪雨や洪水による死者数百名～数千名、家屋倒壊等数千万人を引き

起こす気象災害、また、死者数２万人以上の 2001年のインド西部地震やパキスタン側を含めて死者数９万人以上の 2005
年のカシミール地震などの地震災害に見舞われている。災害の規模は極めて大きいことが特徴的である。我が国におい
ても、台風や活発な前線による豪雨と洪水による気象災害、また、近年内陸で発生した地震や 2011年東北地方太平洋沖
地震など大規模な地震や津波による災害を多く経験している。
防災の観点からみると、インドでは、電力、道路、上下水道などの基本的な生活インフラが発展段階であるため、未

整備段階にあるインフラに自然災害による影響が及んだ場合、生活の復旧に支障をきたし大きな混乱に陥りやすい。我
が国においては、災害時における情報技術の活用については比較的意識が高く一定の経験を有しているものの、1995年
兵庫県南部地震、2004年福井・新潟豪雨、2011年東北地方太平洋沖地震などでは災害時の情報の取り扱いが問題になる
など課題も多い。
本研究の目的は、地震及び気象現象の観測網を整備しグローバル情報ネットワークを活用して地震及び気象に関する

データを収集することにより防災のための分析を行う基盤を構築すること、災害が発生した時に被災地への通信インフ
ラを短時間で提供することにより災害情報を共有できるようにし救援活動や復旧・復興を効率的に行うための基盤の構
築に関する技術開発をすること、インドをフィールドとして我が国が経験した防災に関する問題点を実証的に検証する
ことによって地球規模で対応可能な自然災害に対する総合技術基盤を確率することである。このプロジェクトは、地震
災害の軽減、気象観測基盤の構築、持続可能な通信基盤の構築、緊急事態および減災のための情報通信プラットフォー
ムの開発の四つの研究項目から構成されている。
地震災害の軽減に関する研究の目的は、インドの中で地震活動度の高いヒマラヤ地域とそれに隣接し人口の密集する

ヒンドスタン平野を対象として、強震動の観測、GPSによる地殻変動観測、建物振動観測のネットワークを構築するこ
とにより、地震ハザード及び地震リスクを把握しヒンドスタン平野の将来の地震災害の軽減を目指すものである。本報告
ではこのうちインドにおける強震動観測ネットワークの構築について紹介する。インドは高温多湿な気候である。セン
サーモジュールと通信モジュールは、そのような環境下で十分な精度を持って動作が保証されることが条件となる。ま
た、十分整備されているとは言えないインフラ環境で実装展開可能であることも条件となる。また、観測データの有効性
を考慮して近地地震の強震動に加えて遠地地震による長周期地震動も十分な精度で観測できるように速度型強震計を選
択した。観測点はインド北部ヒマラヤ地域の地震活動度の高い領域に 26地点を選んで配置した。今後、観測点と NGRI
に置く観測センターとをネットワークで繋ぐ予定である。また、ネットワークのデータ、GPS観測ネットワークのデー
タ、地質調査データ、及び既存の観測資料を用いて、当該地域の地震活動及び震源からヒンドスタン平野への強震動伝播
の特徴の分析、建物への影響評価を行う予定である。
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